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 In the aquatic environment, heavy metals are a serious pollution problem since they are 
toxic to a wide variety of plants and animals, may be transported and concentrated in the 
food chain, and, when present at elevated levels in water supplies, can be a hazard to 
public health. Industrial and urban waste water discharged into sea may increase the 
heavy metal concentration of the water and also lead to an accumulation of heavy metals in 
the sediments. Furthermore heavy metals in the sediments are dissolved in the water, and 
whereby that causes the pollution over a long time. 
 So the authors analyzed the sediments for total mercury and cadmium using atomic 
absorption spectrophotometry. 
 Sediment samples were collected in June 1975 at 23 stations of Yatsushiro Sea near 
Ariake Sea as shown in Fig. 1. 
 Results are shown in Table 1. It is indicated that the metal concentrations in the 
sediments were lower than those investigated a few years ago.
八代海は九州本土,宇 土半島,天 草諸島 および長島
との問 にあって,周 辺 に八代市,水 俣市 の工業都市 を
有 してい る。近年やや汚染 の度合が減少 して来た と云
われてお り,金 属の底土中の蓄積の度合 はその表面海
水 に何 らかの影響 があるものと考 えられるので,我 々
は八代海の底 質中の総水銀量 とカ ドミウム量 を測定 し
ここに報告する。
実験および結果
試料:Fig.1の23カ 所の地点で コアサ ンプラーおよ
びエ クマン ・パージ型採泥 器により表層土 を採取 した。
総水銀の定量:試 料の約10gを とり,神奈川県公害セ
ンターの方式(1)によ り試験溶液 とした。この とき貝殻
な ど炭酸塩 の多い試料 は硝酸 を少 しずつ炭酸ガスの発
生がなくなるまで,フ ラス コ内の溶液が飛散 しないよ
う注意 しながら加えた。炭酸 ガスが発生 しな くなって
から所定 の硝酸50mlを 加 えて以後の処理 を行なっ た。
この試験溶液 を還 元気化法(2)によ り水銀 を測定 した。
カ ドミウムの定量:試 料約5gを と り,神 奈川県公
害セ ンター方式(3)により試験溶液 と した。 この とき水
銀の場合 と同様 に貝殻 などを含む試料は硝 酸 を炭酸 ガ
スの発生 がなくなるまで注意 しぎ加 えて から,所 定の
硝酸20mlを 加 え,処 理後試験溶液 と した。 この試験溶
液 についてカ ドミウムをメチルイソブチルケ トンで溶
媒抽出 したの ち原子吸光法(4)によって測定 した。
なおカ ドミウム量の計算 に用いたCdの 原子量 は112.41
で ある(5)。
測定値 は同 一試料 の2回 の測定値 の平均 である。 も
し2回 の測定値 が甚 だ しく異 なるときは さらに2回 の
測定を行 ない,その1つ の値が他 の1/2%以上あるいは2
倍以下 となった ときの値 をとった。
結果をTable1.に 示す。
26 宮原 ・大野:八 代海底質の水銀 とガ ドミウム(1975)
Fig. 1. Studied areas
要 約
八代海の底質の総水銀量の定量 に関す る報告 は多く
なされているが,筆 者 らの測定値 は昭和48年 測定の環
境庁 の報告(6)その他(7～10)よ りも少ない値で あった。
この理由 として,最 近の数年間汚染 源 からの流入が減
少 し,ま た汚染水域の浚 せつ などが行 なわれているた
めで あろうと思 われる。
八代海の底質のカ ドミウム量 につ いて も,筆 者 らの
測定値 は昭和48～49年 に行 なわれたいろいろの報告,
(8～10)よ りも少 ない。 これは有明海のよ うに(11)八代
海 もカ ドミウムを含む底土が年々外洋へ移動 してい る
ためで あろうと考 え られる。
この ように今後 も調査 をつづ けて行かねばならない
が,八 代海 の総水銀量,カ ドミウム量 は2～3年 前 に
比べ減少 していることがわかっ た。
この測定 は 「内湾海域 における汚染物 質の循環 と生
態系の変遷 に関す る基礎 的研究」の一環 として行 なわ
れた もので あ り,試 料 の底土 は九大天草臨海実験 所菊
池泰二博士,田 中雅生博士の採取 によるもので ある。
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Table　1．　Concentration　of　total　mercury　and　cadmium　in　surface　sediments　collected　in　June，
　　　　　Yatsushiro一　Sea．
1975　from
Station　No．
Depth
　　（m）of　　　，statlon
Variation　of
@　　　　　　　　　＊
@sediment
Moisture（％） Hg＊＊ @　　　Cd＊＊
1
2
3
4
5
10
R3
@4
P4
P5
Sshs，　shg
香C　ms
高香C　sm
36．36
R0．00
S7．96
T3．67
S3・．80
0．0698　　　　　　　　　　　　　　0．0039
O．0331　　　　　　　　　　　　　　0．0200
O．1666　　　　　below　O．0001
O．2741　　　　　　　　　　　　　0．0063
O．1849　　　　　　　　　　　　　0．0301
6
7
8
9
1
0
13
P4
@9
P9
P1
m，　ms
香C　ms
香C　ms
香C　ms
27．57
T6．00
S6．76
S8．05
T2．99
0．1255　　　　　　　　　　　　　　0．0059
O．1791　　　　　　　　　　　　　　0．0156
O．2590　　　　　　　　　　　　　　0．0011
O．2087　　　　　below　O．0001
O．1925　　　　　　　　　　　　　0．0445
11
P2
P3
P4
P5
49
P5
S4
U2
S6
9，ssh
高香C　ms
唐?刀C9
香C　ms
14．90
U1．01
T9．03
Q6．92
T5．70
0．0598　　　　　　　　　　　　　　0．0020
O．3557　　　　　　　　　　　　　　0．0116
O．4362　　　　　　　　　　　　　0．01】．8
O．0680　　　　　　　　　　　　　　0。0065
O。7354　　　　　　　　　　　　　0．0106
16
P7
P8
P9
Q0
54
S0
R0
S2
S1
Sm，　ms
高唐
hss
?�
4．576
O．524
P．593
R．933
W．19�
．1608　　　　　　　　　　　　　0．00140
D6150　　　　　　　　　　　　　　0．01650
D3047　　　　　　　　　　　　　0．00650
D0542　　　　　　　　　　　　　0。00140
D1738　　　　　　　　　　　　　0．0007
12
Q2
R�
6
7
�
，　msS
香C　ms�
5．882
R．303
X．63�
．2945　　　　　　　　　　　　　0．00640
D0429　　　　　　　　　　　　　0．11240
D2558　　　　　　　　　　　　　0．0045
s；　sand，　shs；　shell　sand，　shg；　shell　gyttja，　m；　mud，
sh；　sandy　shell．
＊ptg／g　dried　sediment　sample．
s；　muddy　sand，　sm；　sandy　mud，　g；　gyttj　a，
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